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【①組立方法、使用方法】 

1. ハーネス 

ダイヤルが後方となるよ

う、本体内側にハーネス

の爪を差し込みます。奥

までしっかり差し込んで

下さい。 

 

2. イヤマフ 

本体外側から溝に差し込

みます。奥までしっかり差

し込んで下さい。イヤマフ

は回転させることができ

ます。 

 

3. イヤマフポジション 

カップの高さは耳を完全に覆

うように調整して下さい。 

 

4. バイザーの組立 

バイザーを内側に丸めながらフレームの中央の２

つの爪に掛け、最後にフレーム外側のピンに取付

穴を掛けて下さい。 

 

 

5. バイザーのヘルメットへの取付 

フレームのアームを

イヤマフのジョイン

トに差し込みます。フ

レームとヘルメット

の間に極力隙間がで

きないようにして下さい。 

 

6. ネックガード 

バイザーの荒いメッシュの任意の位置 3 点にプラ

スチック製の爪で外側から取り付けます。

 

 

 

 

7. 顎紐の取付 

左右のヘルメットとハーネス接続部の間に紐を通

してボタン留めをして下さい。 

 

 

 

8. 装着 

バイザーを上に上げ、イヤマ

フを外側に引っ張った状態

で被ります。 

 

ヘルメット後部のダイヤル

を後方に引き、回して調節し

て下さい。時計回りで緩み、

反時計回りで締まります。調

節後はダイヤルを押し込ん

でロックして下さい。 

 

9. 保管上の注意  

イヤマフがヘルメットの上に乗った状態で保管し

ないでください。割れや変形に繋がります。 
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【②イヤマフの性能】 

 EN352-3 試験 

 

【③重要注意事項】 

1. 警告 

如何なる保護用品も怪我を 100%防ぐことはでき

ません。そして、保護性能は使用方法や保管方法

に左右されます。バイザーによる顔や目の保護性

能には限界があるので、必ずゴーグルなどの目を

保護用品も着けて下さい。又、ハーネスは必ず着

用者の頭部にフィットするように調整して下さい。

ご使用の前には必ず各部分を点検して下さい。損

傷や改造されたヘルメットは使用しないで下さい。 

 

2. クリーニング 

定期的に中性洗剤でクリーニングして下さい。溶

剤や刺激性の強い洗浄剤は使用しないで下さい。

 

3. 製品の損傷を避けるために 

ヘルメットや各部品が、尖った物や鋭い物（ソー

チェーン、金属製ツール等）、熱源、動物の排泄物、

油、溶剤等、ダメージを与える可能性があるもの

に接触しないように注意して下さい。紫外線や化

学物質によりヘルメットがダメージを受けるこ

ともあります。又、粘着テープ、塗料、溶剤、接

着剤、ステッカーは保護機能の低下を招く可能性

があります。 

 

4. 保管と輸送 

強い日光や高温に晒される場所に保管しないよう

にして下さい。経年劣化を防ぐには、日が当たら

ない涼しい場所が最適です。尚、輸送の際には、

本製品は保護材を用いて包装されます。 

 

5. 耐用年数 

製造日から 5 年経ったヘルメットは使用を避けて

下さい。通常環境下の推奨耐用年数は約 3,000 時

間です。過酷な環境可では耐用年数が短くなる場

合もあります。 

製造日はヘルメットのひさしの下に示されていま

す（月／年）。

 

6. 修理不可 

衝撃を吸収するよう設計されていますが、損傷す

るとその後の保護機能が低下します。損傷を目視

できない場合もあるので、激しい衝撃を受けたヘ

ルメットは破棄して下さい。 

 

7. 交換目安 

亀裂、色褪せの有無が目安です。イヤマフのクッ

ションは通常使用でも損傷することがあるので注

意して下さい。損傷を目視できない場合もあるの

で、激しい衝撃を受けたヘルメットは破棄して下

さい。 

 

8. 素材、サイズ、完成重量 

PE/ABS 頭位 53-62cm 約 750g 

 

9. イヤマフ（聴力保護用耳あて）について 

EN 352-3 適合品です。イヤマフは着用した場合の

み保護性能を発揮します。短時間でも騒音に晒さ

れると聴力が損なわれることがあります。長期的

に騒音に晒される作業者は、定期的な聴力検査を

お薦めします。どのような聴力保護具も聴力のダ

メージを 100%防ぐことはできません。保護性能は

発生する騒音の大きさや頻度により変わります。

 

10. 認証 

11. ・EN397  （ヘルメット） 

12. ・EN352-3 (イヤマフ) 

13. ・EN1731 （バイザー） 

14. ・CE 

15. ・厚生労働省 保護帽規格(飛来・落下物用) 

 

 

 

オレゴンツール事業部 

〒270-2231 

千葉県松戸市稔台 6 丁目 7-5 

TEL：047-361-4701(代) 

 

OREGON®はオレゴンツール社の登録商標です。  

本書に掲載されている内容を無断で複製あるいは

転載することを禁じます。 
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